





















































































































（Robert Morrison）の編纂した《字典》では、「審判」が judge, judgmentと
訳されている。17世紀になると、「審判」は法律の用語として使用される
ようになり、いちばん古い用例は劉献廷著《広陽雑記》に見られるという。
1852年に100巻まで増補された魏源の《海国図志》では、アメリカの法律を
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紹介する箇所に「審判」が使用されている。同書は出版後すぐ日本でも翻刻
されるようになったという。そして、明治維新までに日本で出版された辞書
には「審判」という語は見つからないが、1869年以降、日本で翻刻された
『英華字典』『漢英字典』には登場してくる。このように、日本人は《海国図
志》を通して初めて「審判」という語に接した可能性が大きいということで
ある。
　日本で初めて「審判」が使われるようになったのは、福沢諭吉がアメリカ
の法律文を和訳した『西洋事情』（1866年）においてである。その後『西国
立志編』や『行政裁判所組立及審判』などの訳書にも「審判」が見かけられ
る。一方、19世紀70年代以降に出版された聖書の日本語訳にも「審判」は
よく顔を出しているものの、その読みは「しんぱん」ではなく、「さばき」
であった。つまり、中国語からの借用語を「意読」という方法を取って受容
していたということである。中国語由来の「審判」は定着するにつれて、ま
た新しい意味を生み出すことになる。スポーツでの「審判」の意味用法は、
日本語に独特なもので、日本人によって新しく付与されたものである。
４
　邱根成「論漢日詞彙中的偏義複合詞」（『日語学習與研究』2013年第６号）
は、中日両語における「偏義複合詞」（以下「偏義詞」と略す）を比較対照
したものである。「偏義詞」とは、複合語を作る形態素の片方（一字）の語
彙的な意味が希薄化して複合語全体の意味の構成には関わっていないものを
指し、日本語では「帯説」という用語でそういった複合語を表している。中
国語と日本語における偏義詞の例を挙げてみよう（下線を付けた形態素の意
味が機能していないとされる）。
　　緩急　早晩　損得　異同　進退　（日本語）
　　忘記　睡覚　人物　窓戸　女児　（中国語）
　同論文では、さらに偏義詞を三つのタイプに分類している。
　　①進出　緊張
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　　②緩急　多少
　　③損得　進退
　①のタイプは、語義のレベルでは完全に偏義詞になっている。いわば、顕
在的な偏義詞である。②のタイプは、偏義詞になる意味項目と偏義詞になら
ない意味項目を持ち合わせている。③のタイプは、使用によっては偏義詞に
なる場合とならない場合があり、潜在的な偏義詞、または語用的な、動態の
偏義詞と言ってもよいという。この捉え方は斬新である。中日両語の比較に
よって、両者がいつも対応しているわけではないことが分かった。例えば
「異同」は、日本語では偏義詞として使われている（「異なること」を表すの
みである）のに対して、中国語では並列関係の複合語として使われている
（「異なることも同じであることも」表している）のである。逆に、「妻子」
は、日本語では「妻と子」という意味になるのと違って、中国では「妻」だ
けを表している（「子」は文法化のため接尾辞化している）。
　ただし、「自民党を離党する」「病院を退院する」における「離党する」
「退院する」も偏義詞として扱われているが、再考の余地があるように思わ
れる。もちろん、「自民党」における「党」と「離党する」における「党」
とは意味的に重複しているし、「病院」における「院」と「退院する」にお
ける「院」も重複しているのだが、漢語を使いたいという文体の必要性から
どうしてもそういう冗長な表現になってしまっているのだろう。つまり、そ
ういう場合の「離党する」も「退院する」も偏義詞ではなく、文字通りの意
味を表していると考えた方が妥当だろう。そうしたら、「あの人は離党した」
における「離党した」は偏義詞ではないが、「あの人は自民党を離党した」
における「離党した」は偏義詞であるという不統一な解釈を避けることがで
きるようになるわけである。さらに、こういった用法について、孫氏は「限
定強調」という機能を持っていると説明しているが、「限定」はよいのだが、
「強調」とは言い過ぎであろう。
彭広陸　Peng Guanglu　博士（文学）　北京大学教授　専門：日本語学
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